
開 催 中 の 企 画 展

刈谷の近代化と豊田佐吉・喜一郎
―準備は出来た　カリヤは邁進します―

刈谷が産業のまちとして発展した経緯を、豊田佐吉と喜一郎の足跡をたどりつつ紹
介します。企画展期間中は大人も子どもも楽しめるイベントも多数開催。詳しくは、
市民だより12月1日号P4、5をご覧ください。

豊田佐吉、誕生
第1章

発
明
大
好
き
豊
田
佐
吉

時
は
幕
末
。
風
雲
急
を
告
げ
る
慶
応
3
年

（
1
8
6
7
）、
遠と

お
と
う
み
の
く
に

江
国
敷ふ

ち
の知
郡ご

お
り

山
口
村（
現
在

の
静
岡
県
湖
西
市
山
口
）に
豊
田
佐
吉
は
父
伊

吉
と
母
ゑ
い
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。

大
工
の
手
伝
い
を
す
る
傍
ら
、
機
械
の
発
明

を
志
し
て
い
た
佐
吉
は
、
明
治
23
年（
1
8
9
0
）

に
開
催
さ
れ
た
第
三
回
内
国
勧
業
博
覧
会
の

「
器
械
館
」に
出
か
け
ま
す
。
そ
こ
で
、
当
時
の

最
新
技
術
に
触
れ
、
さ
ら
に
研
究
に
没
頭
し
、

豊と
よ

田だ

式し
き

木
製
人じ

ん

力り
ょ
く

織し
ょ
っ

機き（
写
真
①
）を
開
発
し

ま
す
。
こ
れ
は
従
来
の
織
機
よ
り
生
産
性
が
4

割
か
ら
5
割
ほ
ど
上
昇
し
た
も
の
で
し
た
が
、

不
景
気
の
影
響
も
あ
っ
て
、
ほ
と
ん
ど
売
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。
さ
ら
に
性
能
の
良
い
動
力
織
機

の
必
要
性
を
感
じ
た
佐
吉
は
開
発
に
取
り
組
み

ま
す
。

明
治
29
年
、
豊と

よ

田だ

式し
き

汽き

力り
ょ
く

織し
ょ
っ

機き（
写
真
②
）

が
完
成
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
日
本
で
初
め
て
の

動
力
織
機
で
あ
り
、
安
く
て
丈
夫
な
木
鉄
混
製

で
し
た
。
ま
た
、
生
産
性
が
従
来
の
20
倍
に
な

り
、
織
物
の
品
質
も
飛
躍
的
に
向
上
し
ま
し

た
。明

治
39
年
、
佐
吉
は
豊
田
式
織
機
㈱
の
常
務

取
締
役
技
師
長
に
就
任
し
ま
す
。
し
か
し
、
佐

吉
が
信
念
と
し
て
い
た
営
業
的
試
験
が
会
社
に

受
け
入
れ
ら
れ
ず
、
明
治
41
年
に
自
費
で
名
古

屋
に
試
験
工
場（
後
の
豊
田
織
布
菊
井
工
場
）を

設
立
し
、
そ
の
工
場
の
経
営
を
弟
の
佐
助
に
任

せ
ま
す
。
翌
年
に
は
、
折
か
ら
の
不
況
で
業
績

が
振
る
わ
な
い
中
で
、
経
営
陣
と
対
立
し
た
佐

吉
は
豊
田
式
織
機
㈱
の
常
務
取
締
役
の
辞
表
を

提
出
し
ま
す
。

失
意
の
中
で
佐
吉
は
渡
米
し
、
各
地
で
織
布

工
場
を
見
学
し
ま
す
。
工
場
規
模
の
大
き
さ
や

試
験
設
備
の
充
実
に
は
驚
い
た
も
の
の
、
織
機

の
性
能
や
品
質
に
大
し
た
こ
と
は
な
い
と
感

じ
、
自
身
の
発
明
に
自
信
を
深
め
ま
し
た
。

明
治
44
年
に
帰
国
し
た
佐
吉
は
現
在
の
名
古

屋
市
西
区
則
武
新
町
に
豊
田
自
動
織
布
工
場（
現

ト
ヨ
タ
産
業
技
術
記
念
館
の
地
）を
設
立
し
、
自

動
織
機
の
試
験
運
転
を
行
い
ま
す
。
佐
吉
は
自

前
で
良
質
な
糸
を
作
る
必
要
性
を
感
じ
、
紡
績

業
に
も
乗
り
出
し
、
大
正
3
年（
1
9
1
4
）に

は
、
豊
田
自
動
紡
織
工
場
に
改
称
し
ま
し
た
。
ち

ょ
う
ど
そ
の
頃
、
第一次
世
界
大
戦
の
影
響
で
、

軍
需
産
業
を
中
心
に
輸
出
が
伸
び
、
日
本
は
好

景
気
に
な
り
ま
す
。
そ
の
波
に
佐
吉
も
乗
り
、
事

業
は
次
第
に
大
き
く
な
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、

個
人
経
営
で
は
円
滑
な
運
営
が
で
き
な
く
な
り
、

大
正
7
年
1
月
に
豊
田
紡
織
㈱
に
改
組
し
ま
し

た
。佐

吉
は
こ
の
間
も
一
貫
し
て
研
究
を
続
け
、

動
力
織
機
を
開
発
し
た
後
、
自
動
織
機
の
開
発

を
志
し
ま
す
。
自
動
織
機
と
は
、
運
転
を
止
め

ず
に
よ
こ
糸
を
補
充
し
、
た
て
糸
が
切
れ
た
場

合
は
自
動
で
停
止
す
る
な
ど
の
装
置
を
備
え
た

も
の
で
す
。
自
動
織
機
の
開
発
は
佐
吉
の
宿
願

で
も
あ
り
ま
し
た
。

豊
田
佐
吉
・
喜
一
郎
関
連
年
表

慶
応
3（
1
8
6
7
）年

●
豊
田
佐
吉
が
遠
江
国
敷
知
郡
山
口
村
に

生
ま
れ
る

明
治
23（
1
8
9
0
）年

●
佐
吉
、
東
京
の
第
三
回
内
国
勧
業
博
覧

会
を
見
学

●
佐
吉
、
豊
田
式
木
製
人
力
織
機
を
発
明

明
治
27（
1
8
9
4
）年

●
豊
田
喜
一
郎
が
静
岡
県
敷
知
郡
吉
津
村

に
生
ま
れ
る

明
治
29（
1
8
9
6
）年

●
佐
吉
、
豊
田
式
汽
力
織
機
を
発
明

明
治
43（
1
9
1
0
）年

●
佐
吉
、
ア
メ
リ
カ・ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
視
察

明
治
44（
1
9
1
1
）年

●
佐
吉
、
豊
田
自
動
織
布
工
場
を
設
立

大
正
7（
1
9
1
8
）年

●
佐
吉
、
豊
田
紡
織
㈱
を
設
立（
現
ト
ヨ

タ
紡
織
㈱
）

大
正
10（
1
9
2
1
）年

●
佐
吉
、
上
海
に
㈱
豊
田
紡
織
廠
を
設
立

大
正
13（
1
9
2
4
）年

●
無
停
止
杼
換
式
豊
田
自
動
織
機

　（
G
型
自
動
織
機
）を
発
明・完
成

大
正
15（
1
9
2
6
）年

●
㈱
豊
田
自
動
織
機
製
作
所
を
設
立

昭
和
5（
1
9
3
0
）年

●
佐
吉
、
10
月
30
日
に
病
気
の
た
め
逝
去
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豊田佐吉が開発した
織機の変遷

▲豊田式木製人力織機

▲豊田式汽力織機

▲無停止杼換式豊田自動織機
　（G型自動織機）

  

歴史博物館企画展関連特集

豊田佐吉・
喜一郎と刈谷
刈谷の特徴といえば、何をイメージしますか。「トヨタ」というイメージを持って
いる人もいるのではないでしょうか。市内には、㈱豊田自動織機をはじめとするト
ヨタ系企業の本社があります。トヨタ製の自動車の第一号は実は刈谷で作られてお
り、トヨタ自動車の発祥はこの刈谷でした。このように、「トヨタ」と刈谷は縁が深
く、ともに発展していったといえます。そして、その「トヨタ」の発展の礎を築いた
のは、豊田佐吉と喜一郎親子でした。本特集では、彼らの生涯を紹介します。

豊田喜一郎
（トヨタ自動車

㈱提供）

A1型試作乗用車（5分の1スケール）
（トヨタ産業技術記念館蔵）

豊田式木製人力織機
（トヨタ産業技術記念館蔵）

無停止杼
ひ
換
がえ
式豊田自動織機（Ｇ型自動織機）

（トヨタ産業技術記念館蔵）

豊田佐吉
（43歳）
（㈱豊田自動
織機提供）

豊田佐吉
（㈱豊田自動
織機提供）

いずれもトヨタ産業技術記念館蔵

問　歴史博物館（☎63-6100）

時　2月9日㈰まで　　場　歴史博物館企画展示室

①

②

③


